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盧溝橋事変前後の中国人日本留学生（二） 
 ――『留東新聞』と『留東学報』，併せて『留東週報』

のことなどについて―― 
 

小谷一郎 
 

私はこれまで１９３０年代後期の日本における中国人日本留学生の活動の

掘り起こし作業を行ってきた。小論もその一環で，前稿「盧溝橋事変前後の

中国人日本留学生（一）――「『留東新聞』事件」，「『現世界』半月刊事件」，

引擎出版社のことなど」の続編、「盧溝橋事変前後の中国人日本留学生（二）

――『留東新聞』と『留東学報』，併せて『留東週報』のことなどについて」

である。小論は，同じ「留東」を冠し，『留東新聞』と時を同じくして創刊さ

れた『留東学報』を主に，『留東新聞』と『留東学報』の関係，『留東学報』

の主編陳固廷，留東学会などを通して『留東学報』の特徴，日本側官憲が『留

東新聞』を停刊に追い込んだ後同紙の「後継」と目した『留東週報』のこと

などについて述べたものである。 
 
 
 私はこれまでにも 1930 年代後期の日本における中国人日本留学生の活動の

掘り起こし作業を行ってきた。小論もその一環である。ここにまとめたのは，

埼玉大学教養学部紀要に掲載した前稿「盧溝橋事変前後の中国人日本留学生

（一）――「『留東新聞』事件」，「『現世界』半月刊事件」，引擎出版社のこと

など」1（以下，前稿と略）の事実上の続編，「盧溝橋事変前後の中国人日本留

学生（二）――『留東新聞』と『留東学報』，併せて『留東週報』のことなど

について」である。 
 前稿の目次は次の通りである。 
 
   （一）『留東新聞』について 
     (１）『留東新聞』 
     (２)『留東新聞』創刊の経緯 
          (３)「官」との関係 
          (４)『留東新聞』創刊号 
     (５)「時事｣を語り出した『留東新聞』 
   （二）『現世界』半月刊 引擎出版社 
         （１）『現世界』半月刊 
     （２）引擎出版社 
                                                  
 こたに・いちろう，埼玉大学教養学部教授，中国近現代文学 

 
1 拙稿「盧溝橋事変前後の中国人日本留学生（一）――「『留東新聞』事件」，「『現世界』

半月刊事件」，引擎出版社のことなど」（『埼玉大学紀要（教養学部）』第 50 巻第 1 号 2014
年 10 月）。 
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     （３）引擎出版社の設立 
   （三）「『留東新聞』事件」，「『現世界』半月刊事件」 
 
 私は前稿で，1)『留東新聞』が日本留学生史上初の留学生のための「新聞」

であること，2)それが，四川省出身の留学生たちによって創刊されたこと，3)
「新聞」という性格からか，再建後の「東京左連」の活動には見られなかった

「官」とのある繋がりが認められること，3)にもかかわらず，日本亡命中の郭

沫若をはじめ再建後の「東京左連」と関係していること，4)当初「保証金」を

収められず「時事」を語ることが出来なかった『留東新聞』がやがて「保証金」

を収め，「時事」を語れるようになったこと。その背景には，時の中国人日本

留学生の大きな支えがあっただろうこと，5)37 年 1 月，盧溝橋事変前夜におけ

る中国人日本留学生に対する最初の本格的な弾圧事件「『留東新聞』事件」が

起き，『留東新聞』が停刊に追い込まれたこと，6)事件には単に『留東新聞』

が「左傾化」したことだけではなく，彼らが『現世界』半月刊を日本国内に持

ち込み，委託販売をしていたという「『現世界』半月刊事件」が関係している

こと，7)そうした『現世界』半月刊の特徴，8)『現世界』半月刊の出版元であ

る引擎出版社が中国人日本留学生を含む「南洋華僑」「愛国華僑」の出資によ

って出来た中国近代出版史上最初の出版社であること，9)その引擎出版社成立

の経緯などについて明らかにした。 
 したがって，『留東新聞』に関する具体的な事柄は前稿をご参照いただくこ

ととし，ここではもう一つの雑誌『留東学報』を中心に見ていきたい。 
 『留東新聞』と並んで『留東学報』を取り上げてみたいと思ったのは次のよ

うなことからである。 
  東京左連の関係者である王子光（＝王孔昭――小谷）は，回想「憶中共東京

特別支部」の中で『留東新聞』について触れた後，こう記している。 
 
   東京の留学生の間には右翼文化団体もあった。彼らは共産党に反対し，ソ

連に反対し，国民党右派に追随して，留学監督の陳治溥を後ろ盾としていた。

彼らの頭目が陳固廷で，その刊行物が『留東学報』である。彼らは学校で同

学を丸め込んで同学会を成立させ，左翼学生と対立した。左翼学生はより多

くの同学を団結させるために各校に学生会を成立させた。このため右翼と左

翼の間でしょっちゅう摩擦が起き，ときに激烈な闘争となった2。 
 
 このように，王子光は『留東学報』の編者陳固廷を留学生内の「国民党右派

の頭目」とし，『留東学報』がその刊行物だったと言い，『留東新聞』を「左翼」

の刊行物であるとし，『留東新聞』と『留東学報』の間には「左派」，「右派」

という「対立」があったと言う。この回想は，「文革」終了からまだ５年と経

っていない 81 年に書かれたもので「右派」，「左派」という二項対立的な図式

には当然問題があろう。だが，そこにある「対立」があったこともまた事実で，

私が『留東学報』を取り上げて見たいと思った理由もここにある。 
 王子光のいう「対立」とは，その時あった「中華留日学連会」と「中華留日

同学会」の「対立」を意味する。それは 36 年 2 月 14 日に起きた「二・一四事

                                                  
2 王子光（＝王孔昭）「憶中共東京特別支部」（『革命史資料・三』1981 年 9 月）。 
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件」に収斂されよう。ために私は，この「対立」全体を今後「学連事件」と呼

ぶことにしたい。 
 では，この「二・一四事件」，「学連事件」はどうして起きたのであろうか。

両者の「対立」は，時の留学生の増大，それを受けた留学生の組織化，それを

巡る留学生間の「ヘゲモニー争い」と深く関わる問題である。本来ならここで

それをも論ずるべきなのかも知れない。だが，私としてはこの問題については

次稿に譲りたい。とういうのは，この問題は予想外に多くの問題を孕む，きわ

めて今日的な問題でもあると思うからである。私としてはいたずらに問題を錯

綜させたくはない。小論を前稿から次稿への「『留東新聞』と『留東学報』，併

せて『留東週報』のことなどについて」としたのもこのためである。ここでは，

あくまで『留東新聞』と『留東学報』，『留東学報』を中心に『留東週報』のこ

となどを見ていきたい。  
 
 

（一）『留東新聞』と『留東学報』 
  

前稿でも述べたように，『留東新聞』は 1935 年 6 月 12 日に創刊された。創

刊時の「編輯兼発行人」は傅襄謨である。 
 『留東学報』は，それから約 2 週間後の 7 月 1 日に創刊された。『留東学報』

は月刊で「編集兼発行人」は留東学報社，代表は陳固廷，印刷所は本郷区須賀

町九の大森印刷所である3。 
 この『留東学報』は，もともと『留東新聞』創刊の 3 日後，6 月 15 日創刊

される予定だった。『留東学報』発行の計画は早くからあって，『留東学報』の

「編輯兼発行人」陳固廷によれば，彼らが『留東学報』の発行を考えたのは一

年前の 34 年ことで，陳固廷は「何人かの友人と相談し東京で学術的刊行物を

出したいと考えた」が，「具体的な話」には到らなかった。それが，35 年春，

「留東の同学が日増しに増大する中でその必要性を改めて感じ，5 月 20 日に

「啓事」を出して原稿を募った」。その時参加してくれた人が「張光亜，史恵

康，孫禮楡，陳一言，朱有献等」だった4。 
 陳固廷等は 6 月 3 日には『留東学報』を印刷に廻していた。だが，それが，

「印刷所の漢字が足りないうえ，職工たちが中国語を知らなかったため組み版

に手間取り，いたずらに時間を使ったあげく誤植も多く，校正に手間取り」，7
月 1 日の創刊になってしまったと言う5。 
 『留東新聞』と『留東学報』は，共に「留東」という名を冠し，また創刊時

期が近接していたために，『留東新聞』には読者から早くに両者の関係がよく

分からないとの声が寄せられていた。35 年 7 月 1 日発行の『留東新聞』第３

期の「読者信箱」には「呉崎」名のこんな投書が見える。そこには，「先般『留

東学報』創刊の広告を見て，その形式が貴新聞の広告内容とほぼ同じで，また

『留東学報』と『留東新聞』はいずれも留東の二文字を冠しているため貴新聞

                                                  
3『留東学報』創刊号（1935 年 7 月 1 日）。 
4『留東学報』「第一次作者座談会」での陳固廷の発言（『留東学報』第 1 巻第 4 期 1936
年 1 月 1 日）。 
5 脚注 4 に同じ。 
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と『留東学報』との関係がどうなっているのかよく分からない」と記されてい

る6。 
 これに対し，『留東新聞』は，「呉崎先生，我々は「合作の機能を促進する」，

「学術精神を発揚する」という観点に立ち，東京で出版されている『詩歌』，

『雑文』，『東流』，『交換』，『留東学報』などの刊行物とも精神面で相互に連携

を図るだけではなく，国内の文化界，出版界とも連絡を取って行きたいと考え

ています。『留東新聞』の組織，事務は純粋に私たち自身の体力，知力，財力

によって生命が維持され，発展が促されているもので，他のいかなる方面とも

まったく関係がありません」とし，『留東学報』とは何らの関係もありません

と答えている7。 
 では，『留東学報』とはいったいどのような雑誌だったのであろうか。 
 
 

（二）『留東学報』 
  

『留東学報』創刊の目的は，陳固廷「創刊詞」に次のように記されている。 
 

  わが留東同学は，過去の祖国の革命史上，光り輝く偉大な一頁を担ってき

た。我ら「留東学報」は留東諸先輩の光り輝く偉大な事跡を継承し，左記の

三つの目的を完成したい。 
  一 留東同学がすべての境界を打破し，一切の精神を集中し，この刊行物

に依って互いに勉励し，互いに琢磨し，同学一人一人が一心に学問研究

に努め，将来新中国を建設する任務を担われんことを希望する。 
二 留東同学がこの刊行物に依って，中国建設の実際問題について公開

で討論され，十分に各自の学術研究の意見と成果を発揮されんことを

希望する。 
三 留東同学がこの刊行物に依って，日本の政治経済社会文化の現状を

可能なかぎり，紹介し，分けてもそれらの我が国の政治経済，社会及

び文化各方面に対する観察，批評に特別なる注意を払い，我が国の参

考に資されんことを希望する8。 
 

 このように，『留東学報』は，時の留学生間にあって，その「中心的学術刊

行物」たらんことを企図して創刊された。 
 こうした『留東学報』創刊号の「目次」は次の通りである。 
 
  創刊詞                          陳固廷 
  国際関係之歴史観                     李能梗 
  欧州国際政局鳥瞰             高橋清三郎著・池歩州訳 
  中国還能以農立国嗎？                   周憲文 
  中国貨幣恐慌的対策                    孫礼楡 
  美国銀政策及其対於吾国之影響               王道一 

                                                  
6「読者信箱」の「呉崎」の投書（『留東新聞』第 3 期 1935 年 7 月 1 日）。 
7「読者信箱」に対する『留東新聞』側の「回答」（『留東新聞』第 3 期 前出）。 
8 陳固廷「創刊詞」（留東学報』創刊号 前出）。 
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  日本憲法之「比較憲法学」的研究              林紀東 
  日本文化短史                  G.B.Sanson 著 耿延楨訳 
  独裁論                          張 鳴 
  売淫在法律上的矛盾与調和                 李景禧 
  関於留学教育問題                     陳業勲 
  中華民国留学生教育之沿革         松本亀次郎著 韓述仙訳 
  日語講座                         陳文瀾 
  日語叢談                         陳文瀾 
   ［文芸］ 

小説 
  長楽亭                          謝廷于 
  命運的悲劇                        斐 琴 
  垃圾                              流 矢  
 
 このように，『留東学報』は「学術論文」を中心とした月刊誌で，『留東新聞』

とは違い，頁数も 100 頁を越えている。 
 前稿で述べたように，『留東新聞』は傅襄謨，張健冬，簡泰梁等四川省出身

の日本留学生によって創刊された。それに比し，『留東学報』は「編輯兼発行

人」が一貫して陳固廷で，陳固廷個人の力に依るところが大きい。『留東学報』

は，第 1 巻第 2･3 期合刊（1935 年 10 月 25 日）までは「編集兼発行人 留東

学報社」「右代表者 陳固廷」となっているが，36 年 1 月 1 日発行の第 1 巻第

4 期からは「編集兼発行者 陳固廷」と陳固廷の名しか記されていない。 
 陳固廷の名は，興亜院発行『昭和 17 年度 日本留学中華民国人名調』「明治

大学・高等研究科」の項に，姓名，卒業年度，専攻科目，原籍の順で，「陳保

安 昭和九 新聞科 陝西藍田」と見える。また，日華学会学報部編『昭和十

年六月現在 留日学生名簿』の「東京帝大」の項には，「陳保安 三〇 陝西 

藍田 文学部新聞研究室昭和九年入学 明治大学 自費」とある。「陳保安」

とは陳固廷のことである。 
 陳固廷は，おそらく 32 年頃に来日したのであろう，彼は 34 年に明治大学新

聞科を卒業，同年東京帝大文学部新聞研究室に進んでいる。 
 柳澤伸司の『新聞教育の原点――幕末・明治から占領期日本のジャーナリズ

ムと教育』（世界思想社，2009 年 3 月）によれば，明治大学の新聞科は同大専

門部文科の創設に伴い 32 年 4 月に開設された。明治大学新聞科は，「一年間の

夜間制」で，「教育は主にジャーナリズムの経済と実際を中心」とし，同じ時

に開設された上智大学新聞学科と共に新聞人の養成を旨としていた。両大学と

も新聞学科の中心にいたのが小野秀雄で，小野秀雄はやがて「新聞を学術的に

研究する」ことを目的として創設された東京帝大新聞学研究室の主任となった9。

陳固廷が明治大学新聞科から東京帝大新聞学研究室に進んだのもこうした背

景に依るものであろう。 
 さて，『留東新聞』が時の「官」とある繋がりがあったことは前稿でも述べ

た。「官」との繋がりという点では『留東学報』もまた同じである。 

                                                  
9 柳澤伸司『新聞教育の原点――幕末・明治から占領期日本のジャーナリズムと教育』

（世界思想社 2009 年 3 月）。 
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 『留東学報』は創刊から 4 ヶ月ほど経った 35 年 11 月 8 日，会食を含めた『留

東学報』「作者座談会」を中華基督教青年会で開催している。主席は陳固廷，

出席者は王桐齢以下 35 名である。そこには着任したばかりの留日学生監督陳

次溥も招かれ発言している10。 
 さらに，内務省警保局の昭和 11 年度『外事警察概況』「留東学報」の項には

次のように記されている。 
 
  『留東学報』 

東京市杉並区阿佐ヶ谷四丁目三四一 代表者 東大文学部研究生 陳保安 
昭和十年七月一日陳保安，留学生監督周憲文，大使館員李能梗其の他東京

帝大，明治，早稲田，法政大学等十八名の発起にて創刊せるものにして，其

の目的は政治，経済の研究発表に在りと称すれども，陳保安は蒋介石擁護団

体たる中国藍衣社員にして，東京に於ける同志獲得，蒋介石反対者内偵の為

に同誌発行に名を借り居るやの疑あり11。 
 

 このように，日本側官憲の資料は，『留東学報』が「陳保安，留学生監督周

憲文，大使館員李能梗其の他東京帝大，明治，早稲田，法政大学等十八名の発

起にて」創刊されたと言う。留日学生監督周憲文，大使館員李能梗の名は創刊

号に見える。ここからも『留東学報』と「官」との繋がりが確認できよう。「官」

との繋がりは『留東新聞』より『留東学報』の方がはるかに強い。 
だが，こうしたことを別にすると，その時，『留東新聞』と『留東学報』は，

互いが無理なく「共存」している。 
 それは，前稿にも記したように，『留東新聞』創刊号の『留東学報』創刊を

伝える記事「『留東学報』／本月廿日創刊」，「『留東学報』創刊号要目一覧」，

また，『留東学報』創刊号の『留東新聞』創刊を伝える記事「『留東新聞』現已

出版｣を見れば明かであろう。さらに，『留東学報』創刊号の表紙を装幀したの

が『留東新聞』の「編集印刷発行人」傅襄謨だったことなどもその証左となる

だろう。 
 傅襄謨は日本に来る前，北平大学図案科で学んでいた。 
 『留東新聞』の特徴として「東京左連」と関係していたことは前稿でも述べ

た。同じように，『留東学報』にもまた東京左連の人々が関与している。 
『留東学報』の創刊号は｢留東学術団体消息｣の一項，「東流同人雑誌社」で

東京左連の機関誌『東流』のことをかなり詳しく紹介している。そこにはこう

ある。 
 

  東流月刊は純粋な文芸雑誌で，上海雑誌公司が総代理発行，内容は創作，

外国文学の紹介及び作家研究など。現在六期が出たばかりだが，その歴史は

一年の長きに及ぶ。同人の多くは東京在住で，林煥平，欧陽凡海，雍夫，斐

琴，剣冰，流矢，魏晋，冰天，何虧，沙雨等が発起した。それは 1934 年 4

                                                  
10『留東学報』「第一次作者座談会」での陳固廷の発言（『留東学報』第 1 巻第 4 期 1936
年 1 月 1 日）。 
11 内務省警保局『昭和 11 年度 外事警察概況』「（二）留学生の発行に係る要注意新聞

雑誌」「二，留東学報」の項。 
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月のことである。現在同人は 20 余名，同人の作品などの外に，外部からの

原稿も収める。主編は林煥平，第 2 巻第 1 期からは冰天主編との由12。 
 この記事は，時の『東流』を知る貴重な同時代資料でもある。 
 

その上で，先に挙げた『留東学報』創刊号の「目次」を再度ご覧いただきた

い。創刊号「文芸」欄には，斐琴の小説「命運的悲劇」，流矢「垃圾」が掲載

されている。斐琴（＝陳斐琴），流矢はいずれも『東流』のメンバーである。 
陳固廷は『留東学報』の創刊号「編者的話」の中で，「本期が受け取った文

芸の原稿としては，林容，白莱，魏晋，呉若蒲，杜新吾諸同学の散文詩と詩，

さらに斐琴君の長編小説――模索，張光亜同学の書報紹介がある」と語ってい

る13。ここに見える魏晋は 33 年林煥平と共に来日し，東京左連を再建したメ

ンバーの一人である。 
創刊号所載の陳斐琴の小説「命運的悲劇」には，「これは長編小説『黒眼睛

的姑娘』の一場面で，本刊文芸欄の責任編輯の好意でここに発表したものであ

る。 1935 年 5 月」という「附記」が付いている。陳斐琴の小説は第 1 巻第 4
期（前出）まで続いている。魏晋の作品は，第 1 巻第 6 期（1936 年 3 月 20 日）

に萩原朔太郎・魏晋訳「小説与詩的精神問題」，詩「我們的未来」が掲載され

ている。 
 『留東学報』と陳斐琴、魏晋等の具体的な関係などはよく分からない。だが，

こうしたことが示すように，この時『留東新聞』，『留東学報』は，確かに，互

いに無理なく「共存」していたと言えるだろう。 
 
 

（三）『留東新聞』と『留東学報』（その二） 
  

前稿で述べたように，『留東新聞』は 36 年 1 月頃から度重なる発禁処分を受

けるようになっていた。日本側官憲がマークしていたのは『留東学報』に対し

ても同じで，『留東学報』も「不穏なるものあり」として，何度か「削除処分」

を受けている。先の昭和 11 年度『外事警察概況』よれば，『留東学報』は，第

1 巻第 6 期（前出）の「二・二六事変後の東京新聞街」，「日本軍備概況」，第 2
巻第１期（36 年 5 月 5 日）「日本軍刑法の小考」，第 2 巻第 3 期（同 7 月 10 日）

「有田の対史外交の蠡測」などが「削除処分」になっている14。だが，『留東

学報』は，『留東新聞』のような「発禁処分」は一度も受けていない。 
 『留東学報』は 36 年 7 月創刊から一週年を迎える。陳固廷等はそれを機に

『留東学報』のある組織化を図っている。陳固廷等は，『留東学報』一周年に

先立ち 6 月 7 日に留東学会を結成している。陳固廷は 36 年 7 月 1 日に書いた

『留東学報』の「週年紀念辞」（『留東学報』第 2 巻第 3 期 1936 年 7 月 10 日）

の中で次のように述べている。 
 
 「いま学報週年紀念日に際し，我らは民族生命の発揚，国家生気の発展，留東

                                                  
12 ｢留東学術団体消息｣の「東流同人雑誌社」（『留東学報』創刊号 前出）。 
13 陳固廷「編者的話」（『留東学報』創刊号 前出）。 
14 脚注 11 に同じ。 
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学生学業の邁進に貢献することを深く願い，本刊は従来からの方針を遵守し，

向上発展を求めて行かなければならない」。「本報創刊時は，ただ少数の同人

が結合した，形を持たぬ集まりであったが，一年来，投稿者が日々増加した

ことで，学術団体を組織し，既往の精神を持続し，研究工作を拡大せんと考

え」，「6 月 7 日，東京で留東学会を設立し，全体会員によって幹事会を選挙

し，本刊の学術組織が遂に正式な成立を宣するに到った」15。 
 
 留東学会の成立大会は 36 年 6 月 7 日午後 1 時から，神田区西神田 1 丁目 2
番地にあった日本基督教青年会同盟会館で開かれた。出席したのは陳固廷，余

仲瑤，邢振鐸，陳文瀾以下 47 名である。会ではまず陳固廷が主席に推され，

邢振鐸が司会，張南山が記録を務め，陳固廷が学会設立の主旨を述べた後，自

由討論に移り，19 条からなる「留東学会会章」を採択，選挙の結果，陳固廷，

余仲瑤，陳文瀾等 9 名が幹事に，劉仰之以下 3 名が候補幹事に選ばれ，午後 6
時半に散会した。彼らはまた，翌 8 日，第一回幹事会を開き，陳文瀾，陳固廷，

蒋益明の 3 名を常務幹事，陳固廷等 3 名を編輯部，余仲瑤等 2 名を研究部，商

洪若等 2 名を出版部に選出し，次いで 6 月 27 日，神田一ツ橋の仏教会館で留

東学会第一回講演会を開催，陳固廷が所属する東京帝大新聞研究室の主任小野

秀雄が「日本新聞概観」と題して講演を行っている16。  
 留東学会の結成によって，『留東学報』は，その後留東学会の機関誌となる。

こうした『留東学報』は，「学術雑誌」としての色彩をいっそう強め，そこに

はもはや留学生の動向を伝えるような，『留東新聞』に関する記事などは影を

潜めてしまうことになる。その代わりが「東京各大学概況」などの「学術情報」

である。 
 では，こうした中で『留東新聞』のスタンスはどうかというと，『留東新聞』

はそれまでと同じように『留東週報』の動きをじつに淡々と伝えている。 
『留東新聞』36 年 6 月 19 日発行の第 38 期「留東消息」欄には，『東流』第

3 巻第 1 期の発行を伝える「東流革新号出版」などと並んで「留東学会成立」

という記事が見える。『留東新聞』はそこで留東学会の成立を，「留東学報の発

刊からすでに一年が経過し，該社の同人は集団で学術を研究する必要を感じ，

今月 7 日午後 1 時西神田基督教同盟会館において留東学会成立大会を挙行し，

会員 85 人が会章 18 条を可決，「人格を陶冶し友誼を深め学術を研究し祖国文

化を促進する」ことを宗旨とした。主要な会務は(1)雑誌及び叢書の発行，(2)
座談会及び公開講演の挙行，(3)補習学校の立ち上げ，(4)図書閲覧室の設立，

(5)参観団の組織などである」と，陳固廷以下 9 名が幹事に選ばれ，第一回幹

事会で陳固廷等が常任幹事となったことなどを伝えている17。 
 また，36 年 7 月 3 日発行の『留東新聞』第 40 期の「留東消息」欄，「留東

学報挙行演会」では，6 月 27 日に行われた留東学会第一回講演会のことを伝

え18，9 月 18 日発行の第 46 期第二面では「留東学報二巻四期／内容豊富農村

経済資料尤多」という見出しを掲げ『留東週報』第 2 巻第 4 期を紹介しながら，

                                                  
15 陳固廷「週年紀念辞」（『留東学報』第 2 巻第 3 期 1936 年 7 月 10 日）。 
16「留東学会成立大会記」（『留東学報』第 2 巻第 3 期 前出）。 
17「留東消息」欄の「留東学会成立」（『留東新聞』第 38 期 1936 年 6 月 19 日）。 
18「留東消息」欄の「留東学報挙行演会」（『留東新聞』第 40 期 1936 年 7 月 3 日）。 
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その中の論文「農村経済的基礎認識」が当局の忌避に触れ，削除されたことを

報じている19。 
 このように，『留東新聞』は，『留東学報』，留東学会に対する報道の姿勢を

変えていない。そうした中で注目すべきは，36 年 10 月 23 日発行の『留東新

聞』第 52 期であろう。同じ第二面に，『留東学報』第 2 巻第 5 期の「目次」が

掲載され，と同時に，そこでは「留東学会暫新団結／学連会定期成立／本月廿

五日在日華学会挙行」という見出しで学連会結成の動きが伝えられ，さらに「中

華留日学生連合会準備会緊急啓事」が掲載されている。これは，その時，「学

連会」結成の動きと『留東学報』の組織化などがほぼ同時並行的に進んでいた

ことを意味する。こうした状況をどう捉えればいいのか。問題を小論と分けて

次稿に送った理由の一つがここにある。 
 
 

（四）『留東週報』 
  

さて，37 年 3 月 1 日，『留東新聞』，『留東学報』と同じく「留東」を冠した

もう一つの雑誌『留東週報』が創刊された。「発行」は「東京市淀橋区諏訪町

143 原田晴二方 留東週報社」，「発行印刷編集人」は「余仲瑤」である。 
「淀橋区諏訪町 143 原田晴二方 留東週報社」とはおそらく「発行印刷編

集人」余仲瑤の住まいであろう。余仲瑤はすでに見たように，留東学会の幹事

の一人で，陳固廷の盟友である。この『留東週報』については，昭和 12 年度

『外事警察概況』，「（一）前半年の概況」，「（一）留学生の発行に係る要注意新

聞，雑誌」，「二，留東週報」の項に次のように見える。 
 
二，留東週報 

  イ，発行計画 
   ○国籍 陜西省藍田県 
   ○住所 杉並区阿佐ヶ谷一ノ六八八       東大生 陳保安 
  外二名発起の下に「留東新聞」の廃刊を機として（一）留学生の善導，（二）

留学生並に僑民の消息報道，（三）学術の研究発表を主たる目的とする「留

東週報」の発刊を計画中の処，今般駐日大使許世英，学生監督陳治溥の好意

的了解を得，目黒区碑文谷岡村サダより金二千円を借り受け 2 月 18 日，有

保証新聞紙として届出を了せるが，発行に関する大綱は次の如し， 
  １．題号  留東週報 
  ２．掲載事項の種類  政治，経済，文学，社会 
  ３．発行時期  週刊 
  ４．第一回発行予定日 3 月 1 日 
  ５．発行所所在地及名称  淀橋区諏訪町 143 原田晴治方 留東週報社 
  ６．発行人，編輯人，印刷人 
   ○国籍 四川省宜漢県 

                                                  
19「留東学報二巻四期／内容豊富農村経済資料尤多」（『留東新聞』第 46 期 1936 年 9
月 18 日）。 
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   ○住所 淀橋区諏訪町 143 原田晴治方 早大生 余仲瑤20 
 
 手持ちの『留東週報』は，37 年 5 月 31 日発行の第 14 期（5 月 31 日），第

15 期（6 月 7 日），第 16 期（6 月 14 日），第 17 期（6 月 21 日）だけでしかな

い。つまり，私は『留東学報』の創刊号を見ていない。したがって，私は『留

東週報』創刊の経緯について詳しくは知らないのだが，この『外事警察概況』

には「駐日大使許世英，学生監督陳治溥の好意的了解を得」とあり，『留東週

報』が『留東学報』と同様に「官」との繋がりの中で創刊されたことが窺える。

「発行印刷編集人 余仲瑤」となっているが，実際の中心人物は「陳保安」，

すなわち「陳固廷」であろう。 
 日本側官憲は，その時，「「留東新聞」の廃刊を機として」とあるように，『留

東週報』を『留東新聞』の「後継」と見なしている。だが，果たしてそうなの

であろうか。 
 余仲瑤に関する資料はきわめて少ない。そうした中で，余仲瑤は，38 年 4
月，華中図書公司から出した武漢留日同学会問題研究叢書『日本人的中国観』

の「序」の中で，『留東週報』についてこう述べている。余仲瑤の『日本人的

中国観』とは余仲瑤が『留東週報』に掲載していた「日本時人訪問記」をまと

めたものである。余仲瑤はこう書いている。 
 
  留東週報は，華僑間の友誼を図るため，祖国文化を伝達していくため，中

央の意志を受けて我が国駐日大使館の指導の下，非常に煩瑣な手続きを経て，

本年 3 月 1 日，日本の心臓――東京で創刊したものである。日本軍閥の盧溝

橋侵犯で漸次休刊していたが，7 月末正式に停刊した21。 
 
 このように，余仲瑤は，『留東週報』は，「駐日大使館の指導の下」に創刊さ

れた雑誌だと言う。この証言は，先の『外事警察概況』にある記事を裏付ける

ものであろう。このように，『留東週報』は，『留東新聞』とはまったく違うか

たちで創刊されたものと思われる。 
次に，『留東週報』第 14 期（前出）の「目次」は掲げる。 
 

  社論 
  祖国時事概述 
  小論文 
   日本軍備拡張的可能性                  池歩洲 
   太平洋不侵犯公約的預測                 雷孟炎 
  世論選輯  
   政局不安乃外交損失                  雷季協訳 
  日本毎週政情 
  日本名人訪問記ーー安部磯雄氏 
  新刊介紹 
                                                  
20 昭和 12 年度『外事警察概況』，「（一）前半年の概況」，「（一）留学生の発行に係る要

注意新聞，雑誌」，「二，留東週報」の項。 
21 余仲瑤『日本人的中国観』「序」（余仲瑤『日本人的中国観』 華中図書公司 1938
年 4 月）。 
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   「躍進中国之観察」                   星 光 
  特載  
   中国交通網的感想                    帥 吾 
  僑胞消息 
 
これでお分かりいただけるであろう。『留東週報』は『留東新聞』の「後継」

ではない。ここにあるのは『留東学報』のミニチュア版でしかない。『留東週

報』は「『留東新聞』事件」で停刊を余儀なくされた『留東新聞』を継ぐもの

ではない。 
たとえば，『留東週報』には『留東新聞』と同じように，「僑胞消息」「留東

消息」欄がある。だが，そこに見えるのは，37 年 6 月 21 日発行の『留東週報』

第 17 期「留東消息」欄を例に取ると，5 月 29 日揚子江で起きた漁船事故のそ

の後を伝える「我被難船員被拯抵神／昨 11 日已送回原籍」以外，「神戸華僑学

校聯合運動大会準備状況」，「横浜中華会館理事就職宣誓典礼」，「中国国民党駐

大阪第三支部執監委員改選」，「横浜僑胞歓宴邵総領事」など，すべて留日華僑，

国民党系組織の「公的」な行事を伝えるばかりで，『留東新聞』の「留東消息」

欄とは似ても似つかない。そこには『留東新聞』の背後にあっただろう留日学

生の「うねり」のようなものが感じられない。それは，言葉は悪いかも知れな

いがどこか「上澄み」の留東学会の週刊誌でしかない。 
しかも，『留東週報』の創刊までの間には，「『留東新聞』事件」，「中華留日

学連会」と「中華留日同学会」の「対立」や「二・一四事件」が起きている。

先にも見たように，『留東週報』は『留東新聞』の停刊から一ヶ月も経ってい

ない 2 月 18 日には発行準備が整っている。2 月 18 日とはまた「二・一四事件」

が起きたその 4 日後でもある。にもかかわらず，『留東週報』には「『留東新聞』

事件」，「『現世界』半月刊事件」，「二・一四事件」の「影」のようなものがま

ったく感じられない。 
蛇足を承知でいま一つ触れておきたい。それは「『留東新聞』事件」にも関

係した簡泰梁の弟簡伯邨が次のように証言していることである。簡伯邨は回想

「憶念王芃生及国際問題研究所」（陳爾靖編『王芃生与台湾抗日志士』興海印

刷有限公司, 2005 年 12 月）の中でこう書いている。 
 
  1937 年 6 月末，私は日本から上海に戻った。簡泰梁，張健冬と図り『留

新』を上海に移し『遠東新聞』を改めて出すことになっていた22。 
 
「留新」とは「留東新聞」のことである。このように，簡伯邨は，『留東新

聞』の停刊後，すでに帰国していた簡泰梁，張健冬等と，それを上海で「遠東

新聞」の名で「留東新聞」の継続を図ろうとしていた。つまり，ここで私が言

いたいことは，その時，簡伯邨，簡泰梁，張健冬など「『留東新聞』事件」の

関係者たちは『留東週報』を『留東新聞』の「後継」などとはまったく考えて

いなかったということである。じつは，この簡伯邨の回想は，40 年代の日中

関係を見ていく上で，重要な意味を持っている。だが，この『留東新聞』のそ

                                                  
22 簡伯邨「憶念王芃生及国際問題研究所」（陳爾靖編『王芃生与台湾抗日志士』興海印

刷有限公司 2005 年 12 月）。 
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の後，『遠東新聞』についてはいまのところ何も調べがついていない。すべて

は次稿，次々稿以降に送るしかない。 
 
 

（五）『留東学報』，留東学会，『留東週報』 
  
本題に戻る。『留東学報』は 37 年 7 月，創刊から二週年，留東学会は結成か

ら一年を迎えようとしていた。この時，彼らが留東学会の『留東学報』に加え，

『留東週報』をも持っていたことは先に述べた通りである。 
留東学会は 37 年 6 月に一週年を迎え，6 月 20 日午後１時から神田の日華学

会で「第一次年会」を持った。会には 80 余人が集い，陳固廷が主席，雷熾が

司会，欧陽樊が記録を務め，陳固廷は「挨拶」で次のように語っている。 
 

本日本留東学会第一次年会に，各会員の勇躍参加を得たことは，まことに

本会の前途を慶祝するものであり，中でも京都から寧一先君等が遠路参加さ

れたことは，本会に更なる彩りを添えるものである。本日は天気晴朗にして，

本会と留東学会の前途に無限の光明を象徴しているかのようである。本会は

留東同学中，唯一の学術研究の団体として，過去一年は，同人の能力不足も

あって，十分なる成果を得られぬままにあるが，幸いにして各会員の共同努

力の下，留東学報はなお定期的に出版され，留東週報もまた本年 3 月 1 日に

創刊され，事業は更なる発展を見ている23。 
  
 このように，『留東週報』の創刊は，『留東学報』の継続と並んで，留東学会

事業の発展の一つとして位置付けられている。こうしたことからも『留東週報』

の性格が窺えるであろう。 
年会は，この後，会務報告，自由討論に入り，会章の変更，留東学会を中華

民国留東学会，幹事制を理事制にすることなどが討議され，選挙の結果，陳固

廷，余仲瑤等 11 名が理事に，雷熾等 5 名が候補理事に，沈中臨等 7 名が監事

に，侯俊等 3 名が候補監事に選出され，午後 6 時になって散会している24。 
 36 年 6 月といえば，「『留東新聞』事件」，「『現世界』半月刊事件」に続いて，

3 月に東京左連の張香山，邢桐華，魏猛克，魏晋，林煥平等が「共産，反日思

想宣伝」の廉で逮捕，強制送還になり，6 月に「世界編訳社事件」，葉君健，

丁克等プロレタリア・エスペラン運動に対する弾圧事件などが相継いで起きて

いた時である。 
こうした時にも，留東学会，『留東学報』，『留東週報』は順調に会務を継続

していた。 
だが，時は盧溝橋事変勃発の前夜である。『留東学報』は二週年に際し，第

3 巻第 6 期「二週年紀念号」（6・7 月号合刊）を出す予定だった。『留東学報』

                                                  
23「中国留東学会／昨挙行第一次年会／報告年来工作及進行改選事宜／陳固廷周樹嘉等

当選為理監事」（『留東週報』第 17 期 1937 年 6 月 21 日）。 
24 23 に同じ。 
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第 3 巻第 6 期の内容は，『留東週報』第 16 期（前出）所載の「『留東学報』第

3 巻第 6 期二週年紀念号（6・7 月号合刊）要目予告」から窺える。そこにはこ

うある。 
 
二週年紀念号序言                      陳固廷 
土地問題特輯 

  欧州諸国土地制度改革的輪郭                盧勁秀 
  蘇聯土地制度改革中的土地整理               喬安明 
    英帝国治下印度的土地改革                 陳帆秋 
  日本北海道内地殖民的検討                 胡文英 
  欧美佃耕制度的研究                    張 哲 
  現代自耕農維持政策研究                                    伯 鴎 
  日本明治維新後地主的変動                 姚仁泉 
 現代日本経済研究 
  準戦体制下日本財政金融及其他経済政策           振 奇 
  准戦時的日本資源                     劉傅甲 
    日本戦時食糧問題的検討                  除吾行 
  日銀制度改革的検討                    雷孟炎 
  日本的代用食研究                     盧 特 
  日本明治維新後的財政之剖視                呉兆平 

現代日本之政治与社会 
  日本法西斯主義之展望                   剣輪訳 
  日本政治特殊性之検討                   伍仲訳 
  日本女子大学生的人生観和社会観              鐘旭訳 

特殊研究 
  日本民族之史地的考証                   甯谷達 
  日本体育事業発展之過程及其批評              黄敦涵 
 文芸 
  嗤笑死老（短編小説）             菊池寛原作・念狂訳 
 旅行与参観 
  東京府中刑務所参観記                   王崇五 
 
 この「要目予告」は 6 月 21 日発行の『留東週報』第 17 期にも掲載されてい

る。だが，『留東学報』第 3 巻第 6 期の発行はいまもって確認されていない。 
『留東学報』も，『留東週報』と共に，盧溝橋事変勃発の中で停刊を余儀な

くされたのであろう。 
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 迄今为止，我尝试对 20 世纪 30 年代后期中国人日本留学生的文

艺活动进行了探讨。本文就是这一系论述的续篇,上次在『埼玉大学

纪要・教养学部』第 50 巻第 1 号（2014 年 10 月）上発表的《七‧

七事变前后的中国人日本留学生活动(一)》的续篇, 《七‧七事变前

后的中国人日本留学生活动(二)――关于『留东新聞』与『留东学

报』，并且『留东週报』等等》。本文试图阐述，对有关『留東学报』、

留东学会、『留东週报』的特征等。 
关键词：  1935-37，中国人日本留学生，东京左联，『留东新闻』，

『留东学报』，留东学会，『留东週报』，七•七事变  




